
新しい火の山ユースホステルの宿泊室（相部屋）
で管理者から説明を受ける中尾市長（左）
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市民と市長を結ぶコラム

 http://www.city.shimonoseki.lg.jp/下関市長の部屋 検索

学
び
と
く
つ
ろ
ぎ
の
２
施
設
完
成
！

〜「
教
育
セ
ン
タ
ー
」「
火
の
山
ユ
ー
ス
」〜

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
今
回
は
２
月
か
ら

今
月
に
か
け
て
完
成
し
た
二

つ
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　
２
月
20
日
、「
下
関
市
教
育
セ
ン
タ
ー
」

の
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

の
建
設
事
業
で
は
、
平
成
23
年
度
に
基

本・実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
が
、小・

中
学
校
耐
震
化
の
推
進
を
優
先
し
、
着

工
を
２
年
間
先
送
り
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
教
職
員
の
研
修
施
設
が
無
か

っ
た
本
市
に
と
っ
て
も
、
教
職
員
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
待
ち
に
待
っ
た
施
設

の
完
成
で
す
。

　
今
後
は
、
教
職
員
の
研
修
・
研
究
、

教
育
相
談
、
教
育
委
員
会
事
務
局
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
一
元
的
に
併
せ
持
つ
こ

の
施
設
が
市
の
教
育
の
中
心
と
な
り
ま

す
。
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を

図
り
、
学
校
の
教
育
力
を
高
め
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
さ
や
可
能

性
を
伸
ば
す
教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
、

下
関
の
未
来（
あ
す
）を
創
る
人
材
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
北
側
に
は
幼
保
一
体

化
施
設
な
ど
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
線
路
を
ま
た
い
で
旧
国
道
191
号

（
市
道「
汐
入・山
の
田
線
」）と
市
道「
高

尾
・
幡
生
線
」を
つ
な
ぐ
都
市
計
画
道
路

「
武
久
幡
生
本
町
線
」が
完
成
す
れ
ば
、

ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
、
旧
幡
生
ヤ
ー
ド

跡
地
の
利
活
用
に
も
弾
み
が
つ
く
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

下
関
市
火
の
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル「
海
峡
の
風
」が
今
月
５
日

に
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
海
峡
の
風
は
、
火
の
山
公
園
の

山
麓
に
位
置
し
、
全
客
室
か
ら
関
門
海

峡
や
関
門
橋
を
間
近
に
見
渡
せ
る
最
高

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。
絶
景

を
眺
め
な
が
ら
の
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
、

冬
に
は
、
下
関
名
物
の
ふ
く
料
理
を
お

手
軽
な
値
段
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
以
前
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
よ
り
、

高
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
よ
り
一
層
迫

力
あ
る
景
色
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
火
の
山
公
園
ト
ル
コ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

園
と
直
結
し
、
来
月
上
旬
に
は
４
万
本

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
館
内
に
は
研
修
・
会
議
室
も
あ

り
、
学
校
や
企
業
の
合
宿
、
研
修
会
な

ど
に
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

利
用
人
数
に
応
じ
た
い
ろ
い
ろ
な
広
さ

の
部
屋
を
用
意
し
、
ひ
と
り
旅
か
ら
家

族
旅
行
、
団
体
旅
行
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
関
門
海
峡
の
心
地
よ
い
潮
風

を
感
じ
な
が
ら
、
新
し
く
な
っ
た
火
の

山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
、
く
つ
ろ
ぎ
の

ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
幕
末
、
日
本
近
海
に
出
没
し
た
外

国
船
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
、
長
州

藩
は
北
浦
沿
岸
に
多
数
の
台
場（
砲

台
）を
築
き
、
海
岸
線
の
守
り
を
固

め
ま
し
た
。
天
然
の
良
港
と
し
て
古

く
か
ら
栄
え
た
豊
浦
町
室
津
に
も
湾

の
南
北
突
端
に「
泊
ヶ
鼻
の
台
場
」と

「
涌
田
青
井
の
台
場
」が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
嘉
永
２（
１
８
４
９
）年
７
月
、

藩
の
命
を
受
け
、
萩
か
ら
赤
間
関
ま

で
沿
岸
防
備
の
様
子
を
見
回
っ
た
吉

田
松
陰
は
、
洋
上
か
ら
こ
れ
ら
台
場

を
遠
見
し
て
い
ま
す
。

　
涌
田
浦
庄
屋
が
残
し
た
記
録
に
も
、

台
場
築
造
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
台

場
の
完
成
に
合
わ
せ
嘉
永
３（
１
８
５

０
）年
５
月
、外
国
船
が
来
航
し
た
際
、

四
連
打
の
早
鐘
を
つ
き
こ
れ
を
知
ら

せ
る
者
と
、
周
囲
の
浦
村
に
走
っ
て

知
ら
せ
る
俊
足
の
者
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
こ
と
、
15
歳
以
上
の
者

は
指
示
の
あ
っ
た
場
所
に
直
ち
に
集

合
す
る
こ
と
な
ど
が
、
周
囲
の
浦
村

に
対
し
長
府
藩
か
ら
指
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
変
化
か

ら
、
地
域
の
人
々
は
外
圧
を
肌
身
で

感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
二
つ

の
台
場
跡
は
、
幕
末
の
緊
張
感
を
物

語
る
史
跡
と
し
て
、
昭
和
51（
１
９
７

６
）年
に
豊
浦
町
指
定
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
合
併
に
よ
り
現
在
は
市
指
定
史

跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
風
光
明め

い
び媚
な
室
津
湾
で
す
が
、
外

海
に
臨
む
両
台
場
跡
か
ら
は
、
幕
末

の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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